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開始年度 H11 終了年度 未定

施策コード

4040301

4040401

Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５予算 金額（千円）

0 0 700 700 700

0 0 0

904 912 906

904 912 1,606 金額（千円）

0 1,606

0 0 29

0.11人 0.11人 0.11人

Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５

目標値 5,100 5,100

実績値 5,100

達成率 #DIV/0! #DIV/0! 100.0%

目標値 1,200 1,200

実績値 1,200

達成率 #DIV/0! #DIV/0! 100.0%

目標値 未設定 5回

実績値 5回

達成率 #DIV/0! #DIV/0! #VALUE!

樋口　幸廣
平成15年8月13日

平成１４年度実施事業　　詳細評価シート

Ｈ１４主な特定財源の内訳

１　事業のアウトライン

３）個別計画での位
置付け

石狩市教育プラン　子どもたちを見守る地域づくりを進めます 。（基本計画　第３篇　４）

課内№生涯学習部社会教育
課

担当部課
東　信也 児玉　利英

１）
　事  　　業　　  名

子どもセンター協議会補助事業
最近の事業内容見直し年度

１）事業の目的
→何のために

青少年の健全育成のため。

２）目指す成果
→何をどんな状態
にする（何がどんな
状態になる）ように

２　事業の内容

子ども達が様々な活動を体験すること。

７）評価中間公表へ
の市民意見

Ｈ１４事業費の主な内訳
３　事業に投入した行政資源

４　事業活動の結果

子どもセンター協議会補助金

２）その他の間接経費　（千円）

２）
総合開発計画での
事業体系

大　項　目　／　小　項　目　／　細　項　目
青少年の健全育成と女性活動の推進/青少年　各種団体やサークルの育成

青少年の健全育成と女性活動の推進/青少年、女性活動を推進する指導者の発掘・養成

３）事業の方法
→どんな手段を講
じるのか

市などが企画実施するイベントや体験活動などの情報提供をしている石狩市子どもセンターに対し活動に関する費用
を助成する。
・情報誌（カマＬｉ）の発行、配布（年３回：７月、１２月、３月）及び市内施設への設置
　（イベント情報、団体・サークル情報、「学校掲示板」など）
・ホームページ開設による情報提供
　（年間行事予定、市内施設情報、団体・サークル情報など）

４）１４年度に改善し
た事項、重点的に
取り組んだ事項

・ホームページ開設
　内容：子どもセンターの概要、便利な施設、年間行事予定、団体及びサークル活動、姉妹都市、情報募集、
　　　　　みんなの声、リンク、学校掲示板（若葉小、南線小、紅葉山小、紅南小、八幡小、生振小）

情報誌「かまＬｉ」の配布方法にむだが出ている。学校情報はホームページを充実し、情報のスリム化が必要。情報誌
の廃止も検討すべきである。

５）事業の背景・社
会状況・他の類似
事業など

平成１１年度に文部科学省において策定された、緊急３ヵ年戦略「全国子どもプラン」の一環として「子どもセンター事
業」を平成１１年度から１３年度までの３ヵ年にわたり委嘱を受けた。

６）事業の立案や実施
などへの市民参加

子どもセンター協議会の構成員１４名中、市民１名が参加。
（学校関係者１０名、青年会議所1名、教育委員会２名、市民1名）

市庁舎、コミュニティセンター（花川南・北、八幡）や公民館
への一回当たりの設置部数。目標は、実績を元に設定。

ホームページの年間更新回数。目標値は、実績値をもとに
設定。

各指標の説明・算定方法

総事業費（１～３の合計；千円）

総事業費中の一般財源（千円）

項　　　　　目

事業活動の結果を示す指標

１）直　接　事　業　費　（千円）

事務に従事した正職員のべ人数

市民一人当たり一般財源使用額（円）

３）従事正職員の人件費　（千円）

実績は、一回当たりの配布数。目標は、市内小中学生約
5,100名全員に配布することとして設定。

市内施設への備え付
け部数（部）

ホームページの更新
回数（回）

情報誌配布部数（部）



事業名：
Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ 確認方法

目標値 未設定 未設定 未設定 5,100

実績値 - 目標レベル

達成率 #VALUE! #VALUE! #VALUE! ★★★

最終目標 年度に

目標値

実績値 目標レベル

達成率 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

最終目標 年度に

目標値

実績値 目標レベル

達成率 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

最終目標 年度に

【課長評価】

【課長評価】

【課長評価】

【課長評価】

【課長評価】 （前年度）

現状維持 一部見直し 大幅見直し

拡大方向
現状維持 ＊
縮小方向
統　　　合
休・廃止

＊；担当課長

９　平成１６年度の方向性
事業内容

日頃、子どもたちが市内で活動するにあたり情報が不足していることから適当である。

７　平成１４年度事業の総合評価

【評点の意味】
A：極めて良好
Ｂ：良好
Ｃ：可も不可もない
Ｄ：問題がある
Ｅ：大きな問題がある

子どもたちの育成のため、様々な体験活動が行われており、その把握
を行い子どもたちの参加を促進する。

上に
つい
ての
説明

【部長評価】官民協力での「子ども育成支援」は重要である
が、情報誌の発行については手法・効果の見極めなど、検
討の必要がある。
【市長評価】部長評価を了承する。

●

●；最終評価

【担当部長】「子どもセンター協議会」の情報誌の発行については、他
の媒体との統合などを行う。
【市長評価】部長評価を了承する。

担当課長
評価

最終評価 【担当部長】補助金は廃止の方向で検討する
【市長評価】部長評価を了承する。

事業
規模

アンケート
など情報誌を見て体験活

動・事業に参加した小
中学生の数（人）

２）有効性・必要性　

６　事業の観点別評価
１）事業活動の状況

【評価ポイント】
活動結果や活動効率、
事業改善等の効果はど
うだったか

■概ね良好 □一部問題あり□極めて良好 □大きな問題あり

□ともに疑問あり

情報誌が予定通り配布されている。

【評価ポイント】
その事業は事業目的の
達成に効果があるか、ま
た、市民（対象者）に必要
とされているか

３）市関与の妥当性　

【評価ポイント】
その事業に市が関与す
る必要があるか、市がど
こまで関与するのが適当
か

□極めて妥当

情報の時代として、ホームページの開設や情報誌の発行し子どもたちが体験活動に参加するために効果がある。
子ども達にタイムリーな情報提供は必要だが、他の冊子との合体など再検討が必要。

□妥当性が低い■一定の妥当性あり

４）事業内容の妥当性

【評価ポイント】
目指す成果を挙げるた
めには今の事業内容が
適当か、受益と負担の関
係に不公平はないか

８　今後の方向性・課題

青少年の健全育成を図るため体験活動は必要であり、その為の情報を提供する協議会の支援は必要。また、協議会
は、ボランティアで運営されている。

□妥当性に疑問あり □妥当性が低い

【最終評価】Ｃ Ｄ

情報誌の発行、ホームページの開設など子どもたちが体
験活動へ参加する機会となっている。

□極めて妥当 ■一定の妥当性あり

■有効性に疑問あり

□妥当性に疑問あり

□有効かつ必要 □必要性に疑問あり

実績値が空欄であるのは、情報誌による事業
参加者数の把握がなされていないため。目標
は、全小中学校生徒数で期待値。

各指標の説明・算定方法
５　事業の成果 子どもセンター協議会補助事業

事業の成果を示す指標



事業名：

全体 補助対象 全体 全体 補助対象 全体 補助対象
196 147

74 84

41 36 23 23 30 30

450 825 677 677 670 670

149 136

882 504

1,792 0 1,732 700 700 700 700

0 0.0% 0 700 100.0% 700 100.0%

1,792 1,732

1,792 OK 1,732 700 OK 700 OK

補助・負担
対象経費
の内容

補助・負担
金額の算
定方法

４　特記事項

子どもセンター協議会補助事業

0.0%

(付表）
　　補助・負担金等事業内容整理表

担当部課： 生涯学習部社会教育課

18,90019,000 18,900情報誌延べ発行数（部） 19,000

３　補助・負担相手方の活動状況
活動結果を示す指標名 Ｈ１２実績 Ｈ１３実績 Ｈ１４実績 Ｈ１５目標

↑市の補助
負担金への
依存度

↑市の補
助負担金
への依存
度

↑市の補
助負担金
への依存
度

OK

２　補助・負担相手方の財政状況等 （単位；千円）

歳入合計

歳入決算
（予算）状

況

国補助金

歳出合計

↑市の補
助負担金
への依存
度

歳出決算
（予算）状

況

Ｈ１４決算

石狩市子どもセンター協議会補助金

0

Ｈ１３決算
補助対象

通信運搬費

借料及び損料

平成１４年度
活動（事業）実績

3月（年間行事を掲載）、7月、12月に発行し、子供達の体験活動の機会提供に寄与した。

Ｈ１２決算 Ｈ１５予算

印刷製本費・消耗品費

経費の全額

消耗品費

印刷製本費

謝金

旅費

活動（事業）目的

石狩市子どもセンター協議会補助金

石狩市子どもセンター（代表：池端　英昭　　構成員：学校関係者10名、青年会議所1名、教育委員会2名、市民1名）

子ども達が様々な体験活動に参加できるように情報の発信・収集、又機会を創っていく子どもセンターの企画・運営を
行い、子どもの達の健全育成に寄与する。

補助・負担金名称

支出相手方（名称、
代表者、構成員）

１　補助・負担相手方の概況


